
本日のプログラム
チャイコフスキー/バレエ音楽『くるみ割り人形』より｢ジゴーニュおばさん｣（約3分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （オーケストラ体験生も一緒に）
 ビゼー/歌劇『カルメン』組曲（約30分）
　第１組曲より
 1. 闘牛士
 2. 前奏曲
 3. アラゴネーズ
 4. 第3幕への間奏曲
 5. アルカラの竜騎兵（第2幕への間奏曲）
　第２組曲より
 6. ハバネラ
 7. 闘牛士の歌
 8. 衛兵の交代（子どもたちの合唱）
 9. ロマ（ジプシー）の踊り
　
チャイコフスキー/交響曲第5番 ホ短調 Op.64（約48分）
　第1楽章　アンダンテ - アレグロ・コン・アニマ
　第2楽章　アンダンテ・カンタービレ・コン・アルクーナ・リチェンツァ
　第3楽章　ワルツ：アレグロ・モデラート
　第4楽章　フィナーレ：アンダンテ・マエストーソ - アレグロ・ヴィヴァーチェ

　1971年東京生まれ。武蔵野音楽大学音楽学部器楽科トロンボーン専攻後、東
京藝術大学音楽学部指揮科に入学。新国立劇場や二期会などで多くのオペラ製
作に携わり、2002年、早川和子氏の新作オペラ「師門新生」（初演）で指揮者に
抜擢されデビュー。2003年には皇室ご臨席の演奏会で指揮者を務めた。
　2004年度、東京藝術大学音楽学部非常勤講師、2005年度には同大音楽学
部附属音楽高校非常勤講師を務める。指揮法を故佐藤功太郎、小林研一郎、故
H.M.シュナイト各氏に師事。また巨匠V.フェドセーエフ氏に学びながらモスクワ、
ウィーンなどでも研鑽を積んでいる。広島交響楽団、大阪フィル、名古屋フィル、
東京佼成ウインドオーケストラ、千葉交響楽団、中部フィル、琉球交響楽団などを
はじめ、各地の演奏団体に多数招かれており好評を博している。

プロフィール

指揮

直井 大輔
（なおい・だいすけ）

♪♪♪

　音楽には「リズム」「メロディ」「ハーモニー」という
3つの大きな要素があります。なかでも「メロディ（旋
律）」は、その曲にしかない独自の表情を持ち、私たち
の心に直接語りかけてくる不思議な力を持っています。
本日は、そんな「メロディの魅力」を存分に味わってい
ただける名曲を集めました。

チャイコフスキー：バレエ音楽『くるみ割り人形』より
「ジゴーニュおばさん」
　ロシアの作曲家チャイコフスキーによる華やかなバ
レエ音楽です。チャイコフスキーは「メロディの魔術
師」と呼ばれ、一度聴いたら忘れられない美しい旋律
を生み出す天才でした。この「ジゴーニュおばさん」
は、大きなスカートの中からたくさんの子供たちが飛
び出して踊る、ユーモアたっぷりの場面です。弾むよう
なリズムに乗って奏でられる明るく親しみやすいメロ
ディが、会場を一気に物語の世界へと誘います。

ビゼー：歌劇『カルメン』組曲
　フランスの作曲家ビ
ゼーの傑作です。元は
歌手が舞台で歌う「オペ
ラ」ですが、この管弦楽
による組曲は言葉がな
いのに、なぜこれほど
愛されているのでしょう
か。メロディそのものが
「歌う人の心情」や「場

の情景」を雄弁に物語っているからと私は感じていま
す。
　1.闘牛士「カルメン」といえばこの曲。シンバルが目
立ちますが、大太鼓もかっこいいです。2.前奏曲はこの
オペラの悲劇的な結末を感じさせます。3.アラゴネー
ズは闘牛場前広場で始まる第４幕への前奏曲です。4.
第3幕への間奏曲　5.アルカラの竜騎兵（第2幕への
間奏曲）この2曲では、ある楽器が奏でたメロディを、
別の楽器が追いかけるように演奏する場面がありま
す。しかし、それは決して単なる「コピー」ではありませ
ん。同じ旋律であっても、演奏される楽器によって音の
肌触りが違います。さらに、奏者一人ひとりがこれまで
積み重ねてきた練習の記憶や、人生の経験といったそ
の人自身の「歴史」が音に宿ります。同じメロディが受

け継がれる瞬間の、二度と再現できない「かけがえの
ない個性」の響き合いを感じてみてください。6.ハバ
ネラはカルメンが「恋は野の鳥（気まぐれ）」と歌う名
シーン。半音ずつ階段を下りてくるようなメロディが、
彼女の妖艶な魅力を引き立てます。7.闘牛士の歌は酒
場で闘牛士エスカミーリョが歌う色男の歌です。8.衛
兵の交代（子どもたちの合唱）は子どもたちが衛兵の
交代を真似をしての行進。9.ロマ（ジプシー）の踊りは
酒場でカルメンと2人の女たちが自由奔放な彼女らの
恋とジプシーを讃える曲です。

チャイコフスキー：交響曲第5番 ホ短調 Op.64
　全曲を通して、ある共通のメロディが登場します。こ
れは「宿命のテーマ」と呼ばれ、時には暗く重苦しく、
時には勝利を宣言するように高らかに響きます。聴き
ながら探してみてください。
　第1楽章では、暗さや激しさだけでなく、上へ向かう
メロディと下へ向かうメロディが交錯し、複雑な感情の
世界を見せてくれます。第2楽章はホルンの美しく、切
ないメロディが聴きどころです。チャイコフスキーのメ
ロディがなぜこれほどまでに私たちの心を掴むので
しょうか。彼が自身の喜びや深い悲しみ、葛藤といった
「生身の人間としての感情」を、一切の妥協なく音符に
託しているからかもしれません。チャイコフスキーらし
い優雅なワルツの第3楽章は木管楽器の聴かせどこ
ろ。力強く始まる第4楽章は苦難を乗り越え突き進む
勝利のフィナーレです。

　「クラシック音楽は楽譜に忠実に演奏される」と言
われます。その通りだと思います。しかし、「楽譜に忠
実」は「音符の通りに演奏する」だけとは違います。楽
譜はいわば「芝居の台本」のようなもので、そこに書か
れていることは、全体の30%程度でしかありません。
残りの70%は、今ここで楽器を鳴らしている演奏者に
託されています。私たち演奏者は、音符をなぞるだけで
なく、その背景に何があるのかを常に考えています。作
曲家がなぜこの音を選んだのか、その裏に隠された意
味や感情、喜びや涙は何だったのか、その時の社会情
勢はどうだったのか。音符という文字の裏側に込めら
れた想いを読み解き、オーケストラのメンバー全員が
全力を尽くして紡ぎ出す「今の響き」を、どうぞお楽し
みください。

プログラムノート
かんばら ひとし

市響ジュニアオーケストラについて
市響ジュニアオーケストラは、市川市を中心に活動する小学生から23歳までのオーケストラです。

年齢も経験年数も様 。々楽器を始めたばかりの子から音大生までが在籍し、毎週仲良く活動しています。

幅広い年齢層が一緒に楽しむために、経験の浅い子供たちには楽譜を工夫し、自信を持って演奏に参加できるようにお手伝いしてい

ます。

また技量の上がった高校生・大学生たちには、トレーナーの先生方の手厚いご指導により高度なテクニックや難易度の高いソロ等も

含まれる交響曲などにも挑戦し、さらなる技術の向上を目指しています。

コンサートマスター
岩　城　拓　真

1st violin
中津隈　佑　香　
髙　原　風　花
大　山　　　允　
皆　合　愛　子　
楠　井　真　奈　
鈴　木　明日香　
立　田　祥　子　
萩　原　詩　織
福　本　　　敦　
水　間　　　凛
三　原　明　人　
山　﨑　編　音　
高　間　恭　子※
野　村　景　子※
望　月　聖　仁※

2nd violin
金　井　祐　芽
利根川　仁　菜
阿　部　由　裕
上　原　剛　介
上　原　佐貴絵
金　山　志　穂
桑　原　啓　補

中　島　早　葵
三　浦　優　奈
本　村　奈　々
山　本　雪　菜
世　川　治　子
石　井　恭　子※
滝　澤　澄　子※
竹　内　　　甲※

Viola
中津隈　美　月
吉　田　奈　栞
飯　塚　美　緒
石　本　恵　理
中　渡　　　宏
奈良林　弘　子
則　武　剛　士
園　田　陽　子

Cello
小　林　雪　乃
鈴　木　正　法
中　元　悦　治
則　武　加　笑
萩　原　沙　織
宮　景　琢　充
長　山　千鶴子

Contrabass
岩　本　泰　知
上　山　優　子
小　林　真　弓
河　本　治　彦
山　口　暁　弘

Flute
上　原　　　響
金　山　あんり
霜　島　ユ　リ

Oboe/
English Horn
深　美　彩　莉
川　﨑　晴　香
谷　瀬　華　奈
鈴　木　宏　子

Clarinet/
Bass Clarinet
齊　藤　名　雪
秋　永　直　美
佐　藤　　　紗
時　田　　　雄
米　谷　朗　子
米　谷　優　花
楠　　　香　子※

Fagotto/
Contra Fagotto
大　槻　礼美琉
金　坂　　　哲
深　町　幸　世
山　内　　　静
Horn
川　嶋　莉　奈
宮　田　結　花
脇　本　康　宣
世　川　　　望

Trumpet
佐　藤　海　飛
渡　邊　千　紘
井　原　知　宏
松　下　義　嗣
渡　邉　　　匡
川　畑　賢　一※
杉　浦　万須美※

Trombone/
Bass Trombone
佐　藤　涼　介
森　川　久美子
森　川　宗　一
藪　崎　裕　至

Tuba
渡　邉　鐵　雅

Percussion
石　井　裕　孝
上　原　廉　介
篠　崎　美奈子
和　田　英　恵

Harp
本　間　美貴子
オーケストラ体験生

violin
會　田　陽　愛
清　水　紫　衣
角　田　空　翔
福　井　一　穂
福　島　遥　香
福　本　結　子

Oboe
石　井　虹　羽

Percussion
臼　井　弥　生
深　町　宣　仁
※は50周年記念演奏のみ

本日の出演者

わたしたちの
仲間になりませんか！

ぜひ見学に
来てください！

こひのぼり
作詞：近藤宮子

１． やねよりたかい こいのぼリ
 おおきいまごいは おとうさん
 ちいさいひごいは こどもたち
 おもしろそうに およいでる

２． みどりのかぜに さそわれて
 ひらひらはためくふきながし
 くるくるまわるは かざぐるま
 おもしろそうに うごいてる

後送


